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三民主義

孫文が唱えた革命

の指導理論 。民族 の

独立(民 族),政 治的

民主化(民 権),民 衆

生活 の安 定(民 生)

の三つからなる。

今 からおよそ100年 前,中 国で

は民 衆 の 反 乱をきっかけに清 朝

が 滅 び,ア ジ ア最 初 の 共 和 国 で

あ る中 華 民 国 が成 立 しました 。

この 革 命(辛 亥革 命)を 指 導 し,

中国 の 近 代化 を進 め たの が 「中

国革 命 の 父 」と呼 ばれ る孫 文 で

す 。この 革 命 成 功 の 陰 に は,孫

文 を支え 続 けた 一人 の 日本 人 の

存 在 が あ りました 。長 崎 生 まれ

で,日 本 活 動 写 真 株 式 会 社(現

在 の 日活 株 式 会 社)の 創 立者 の
一 人である梅 屋庄 吉 です

。

【生い立ち】

梅 屋 庄 吉 は,1868(明 治 元)

年 長 崎 市 で本 田 松 五 郎 ・ノイ夫

妻 の 子 と して生 まれ,米 穀 商 や

貿 易商 を営ん でいた遠縁 の 梅屋

吉 五 郎 ・ノブ 夫 妻 の 養 子 として

育 てられ ました 。庄 吉 は,14歳

の 時 には仲 間と共 に地 元の 不良

グ ルー プをこら しめた り,上 海 へ

渡 航 し,中 国 の 植 民 地 化 を 目の

当たりにしていきどおったりするな

ど,行動力旺盛で正義感の強い,た く

ましい少 年 に成 長 しました。

【青年 時代 】

商 才 に恵 まれ て い た庄 吉 は,

そ の後 精米 業や 鉱 山経 営などに

乗 りだ し大 きな 利 益 を上 げまし

た が,1892(明 治25)年 に米 相

場 へ の 投 資 で 大 失 敗 し,多 額 の

借 金 をつ くってしまいます 。庄 吉

は中 国 のアモイへ渡 り,シンガポ

ー ルを経 て最 終 的 に香港 に落ち

着 き,写 真 館 を開 きました。残 さ

れ た 借 金 は,両 親 が 財 産 を手 放

して返 済 しました。そ の 後,壱 岐

出身 の トクと結 婚 し,そ の 頃手 が

けた 映画 興 行 に成 功 して,多 額

の お金 を手 に します。1905(明

治38)年 に日本 に 帰 国 した庄 吉

は,映 画興 行会 社 を設 立 し,映 画

制 作 に取 り組 むようにな ります。

【革 命家 孫文 】
一 方

,中 国 では1840年 の アヘ

ン戦争 をきっかけに,諸 外 国 によ

る植 民地 化 が始 まっていました 。

度 重 な る戦 乱 による国 土 や生 活

の 破 壊,後 を絶 た な い役 人 の 腐

敗 な どの た め,民 衆 の 不 満 が 高

まり,国内 は混乱 していました 。

こうした 中,1866年 に 中国 広

東 省 の 農 村 で,孫 文 は 誕 生 しま

した 。若 いころ は医学 を志 し,広

州 で 開 業 す るまでに な りました

が,国 内 の 悲 惨 な 状 況 を 変え る

ために清 朝 を倒 す ことを決意 し,

三民 主 義 をかか げて革 命 団体 の

組織 作 りに尽力 しました。
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梅屋夫妻と孫文(写 真中央)



【運命 の出会 いと二 人の友 情 】

庄吉 と孫 文 は,1895(明 治28)年 英

国 人 医師 カン トリー 博 士 を介 して,庄

吉 が 経 営 して いる写 真 館 で初 めて 出

会 いました 。庄 吉27歳,孫 文29歳 でし

た 。2人 は 中 国の 未 来 につ いて熱 く語

り合 い,孫 文 の 考 え に深 く共 鳴 した庄

吉 は,「 君 は兵 を挙 げた まえ 。我 は 財

を挙 げて支 援 す。」と革 命 へ の財 政 的

な 支援 を約束 し,生 涯 孫文 と中 国革 命

を支え続 けました 。孫 文 は1895(明 治

28)年 の最 初 の 挙兵 以 来,7年 間で10

回 も兵 を挙 げ ました が,庄 吉 は 映 画興

行 で得 た 利 益 を孫 文 が 志 した 革 命 の

費 用 に惜 しみな く提 供 し続 けました 。

1911(明 治44)年,辛 亥革 命 に成 功

した孫 文 は南 京 政府 臨 時大 総 統 に 選

出 され,翌 年 正 式 に就 任 し国号 を 「中

華 民 国」と定 めました。武 昌(湖 北 省)

蜂 起成 功 の 報 を受 けた庄 吉 は,す ぐ に

撮 影技 師を中 国に派 遣 して,革 命 の様

子 を映 画 に記 録 し,孫 文 が来 日した 際

に は 映 画 館 を貸 し切 って 孫 文 の た め

に上 映 しました 。

しか し,孫 文 が 起 こした革 命 は,臨

時 政 府 内 の 対 立 や列 強 の 干 渉 で行 き

詰 まり,問 も な く清 朝 の 武 将 で あった

衰 世凱 が政治 の実 権を握 るようになり

ました。身 の 危険 を感 じた孫 文が 日本

に亡 命 すると,庄 吉 は 身 の 回 りの 生 活

費 から革命 継 続 の た めの 活 動 費 まで,

幅 広 い援 助 を行 い ました 。また,孫 文

の よき理 解 者 で あった宋 嘉 樹 の二 女

宋 慶 齢 との 間を取 り持 ち,結 婚 式 を挙

げさせたのも梅屋 夫 妻で した 。

【日中友 好 のため に】

衰 世 凱 打 倒 を 目指 して中 国 へ帰 国

した孫 文 で した が,1925(大 正14)年

「革 命いまだ成 らず」の言 葉 を残 し,北

京 で 息 を引 き取 りま した 。58歳 で し

た。

庄 吉 と孫 文 が出 会 って からちょうど

30年 。孫 文 の 死 は,革 命 を支 え続 けた

庄 吉 に とって大 きな衝 撃 で した が,孫

文の 銅像 をつ くり中 国へ贈る活動 を行

うなど,孫 文 の 偉 業 を後 世 に伝 え るこ

とに情 熱 を傾 けるととも に,満 州 事 変

の勃 発 など急 速 に悪化 しつ つあった 日

中 関係 の改 善のた めに奮 闘しました。

1934(昭 和9)年9月,平 和 交 渉 のた

め に東 京 に向 かう途 中,庄 吉 は亡 くな

りました。若 き日の 孫文 との 約 束 を守

り続 け,最 後 まで 日本 と中 国 との 友 好

親 善 に 力 を尽 くした65年 の 生 涯 で し

た。
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